
様式１（医療法第113条第１項の指定に係る業務があることを証する書類）

	医療機関名
	



1． 医療法第113条第１項の指定にかかる業務の内容（該当する条項を○で囲むこと。）
※次に掲げる医療のいずれかを提供するために医師をやむを得ず長時間従事させる必要がある業務について記載すること。
※長時間従事させる医師が複数おり、それらの医師が携わる医療が別々の場合は、複数選択すること。
第１号　救急医療
第２号　居宅等における医療
第３号　地域において当該病院又は診療所以外で提供することが困難な医療

２．【業務の内容が「第１号　救急医療」の場合記載】
年間救急車受入台数及び年間での夜間・休日・時間外入院件数
　　※前年１～１２月実績を基本とする。
	年間救急車受入台数
	　　　　　　　　　　　　　　件

	年間での夜間・休日・時間外入院件数
	　　　　　　　　　　　　　　件

	備考
	



3． 地域に必要な医療提供体制確保のため、当該業務により医師をやむを得ず長時間従事させることが必要な理由
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様式２（医療法第118条第１項の指定に係る派遣の実施に関する書類）

	医療機関名
	



地域の医療提供体制を確保するために、当該医師の派遣が必要であることについて
	































様式３（医療法第119条第１項の指定に係る業務があることを証する書類）

１．医療法第119条第１項の指定にかかる業務の内容（該当する条項を○で囲むこと。）
第１号　医師法第16条の２第１項の臨床研修に係る業務
第２号　医師法第16条の11第１項の研修にかかる業務

２．当該研修において長時間の時間外労働が必要な理由
	











３．C-1水準を適用しても、地域における臨床研修医や専攻医の確保及び地域の医療提供体制に影響がない理由
	

















様式４（医療法第120条第１項の指定に係る業務があることを証する書類）

１．以下通知書を添付すること
・C-2 水準に係る対象医療機関申請書及び関連書類ならびに審査委員会の結果通知書
・C-2 水準に係る技能研修計画の申請書及び審査委員会の結果通知書（特定対象医師が確認できる場合）

２．当該研修において長時間の時間外労働が必要な理由
	









３．C-2水準を適用しても、地域における医師の確保及び地域の医療提供体制に影響がない理由
	


















様式５（医療法第113条第３項第３号の要件を満たすことを誓約する書類）


誓　　約　　書



当○○病院は、医療法（昭和23年法律第205号）第113条第３項第３号に規定する要件を満たしていることを誓約いたします。
この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。








       　　    年　　月　　日


             　 住所（又は所在地）


              　医療機関名及び代表者名　　　　　　　　　　　　　　





